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まえがき

との試験は木材合理化施策のーっとして製表法改良のため p 昭和 26 年 4 J:J，群馬県吾妻郡

沢IlJ村四万で、全国林産化学専門技術普及員協議会が開催された時p 審議決定した 4種類の製決

窯の性能試験結果である。

製長窯は，各地各々製炭事情が異るので全国i乙普及するには 1 つの窯型だけでは不充分であ

る。そとで、l苅f記協議会で、は各地の製決事:.，育を考慮、して， -火の 4 種類の窯を撰定した。

1) ~n 号窯岩手県で普及している窯で， 点火宝に排煙皆を設け p カ11熱初期の調節を計

り，且つ煙i出荷浩を徳利型とし，炭化の均ーを計った窯。

2) 第2 号ご記長野県で普及している窯で，カ11熱室を炭化室外に設け p また精煉管を別に設

備し初歩者iこも操作し易く，且つ船守に落葉落校等，ヰ相i廃材の利用を可能とした窯。

3) 第 3 号窯 山口県の防長式を基準とし，清澄B式窯の特徴をカ11 えた障壁を有する窯で，

取扱いの容易と，燃料にヰ木地廃材の利用を計った窯。

4) 第4 号窯 当l易小塚製表試験J:也で普及している窯で，;窯底，窯壁の耐湿構ii!t，排煙口位

置， !壇道構主!;等に従来の改良窯の長所を採り入れ，入念に設計施行ずる外には，所謂，在来型
弘、、、

と特に著じるしい変化のない窯。

築窯に当ては全員参加し，細部l亡至るまで慎重に施行し，第 1 回の製表を完了した。第2 凹

製表は同年 6 月 21 日に開始し，経了後は引続き第3 回，第4 回，第5 固と連続 4 回製去を続

け，昭和 26 年 8 月 5 日終了した。第2 回以後の製表は当場，木表研究室員及び群馬県林産物

検査所員が協同実施した。

1) 林産化学部・木炭研究室長 2) 林産化学部・木炭研究室員 3) 小塚試験地主任 4) ,5) ,6) , 7) 
林産化学部・木炭研究室員 8) 林野庁研究普及課企画官
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1延長山間が雨季に当ったため雨天の日が多く，且つ製没者が各JlIJ とも異るためご誌の性能を比

較するには不五分でるったが， JI)O役えや，こ L に結果をと報告し，製安説術参考の資に供すると

とにした。との試験は林野庁研究 fF及課内田技官が計画し，筆;jf等が観測をなし，岸本及び、杉

imが取まとめを行った。

な主?との一式験に当 ì) ，国有林課長袋I陥満夫氏，吉沢J支宵及びJiíHj蒔営林JT.;]事業部作業i課一長，森

川技官及び同作業譲ぷfL 樋 11 両技官， ~~J之条営林首長pJ4t河吋可17官タト担当各位p また観iJlllに

当ては群馬県林産物検査町民各位の絶大の援助を仰いだ。と L に特記して謝意を去する。なゐ

辛口は林野庁研究普及諜l^i EII技官から与えられた。

2 築窯

築窯i易JWーは群馬県吾妻郡沢fEl村大手四万字新行国有林 23 林刈l:をノj、班(前橋営林局 II~之条

営林吉 中之条琵営区)，東南投開耕地で樹置はナラ 80%，クリ 2 労p その他広葉樹 18% ，

アカマツ p モミの点在する平均悶令，f.-:I 45 年p 海抜高約 820m，基岩ば閃緑岩，珪岩，硬ld;~J}

よりなれ土質は礁の少量混在する壌土であるが，築窯場所附近に散乱する岩石は耐火性に乏

ししまた粘土は焼結し難く，且つ水が附近にないとと等，築ご足場所としては好条例:Jコ処では

なかったがp 四基p 各々 10~30m 11日をむいて同高度に並列して築窯ーした。

また築窯に当ては第 1 サご誌は岩手県林1錦繍，岩手 1 号コ去を参加し， 1f52 号;烹は長野県枇

新信濃窯製安法に従い，第3 号:需は築窯参加者各身協議して地行し， a'~ 4 号窯!ま小塚製炎試験

地柄沢技官指導した。

1 )第 1 号窯

( 1 )床掘り(第 1 図)

雑草を掻き取った後， ，:nの大いさを定め，窯底となる同より約 1 尺 3 寸位掘りー下げたQ

排煙口となる部分は，その祁分を r[J約 1 尺 5 寸p 奥行的 1 )( 5 寸掘り取った。

( 2 ) 窯底排湿装置及び、!衣川lめ(第2 ， 3 , 4 図)

第 1 図床掘り 第2 図窯底排混装置
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床掘り後，末日 2 寸位の校条，または割木を 1 凡 5 寸位離して敷き並べ，その上に末口 1 寸

5 分佼の校条村等を 6:::111]のないように敷き並べ，その上に古史1]，勺雑平等を敷き p 土壌を約5

寸盛土し，その上に粘土を約 3 寸の厚さに打ち同め， I円凹なく窯底をつくった。

第 3図校条致 第4図床固め

( 3 )排気口(第 α-1. 図)

窯口，両側 1 尺 3 寸の処に排気r1 (径 3 寸〉をつくった。直径 3 寸，長さ 4尺の丸太を抗に

敷き， ~::~i土で、[，lil め後抜きとった。

(4) 窯Q'(経!;.fì (第 5 図)

排:燈!口より窯口前に向って rlt心棋を引き，とれを rl~心思準として寸法を計-1) ，円を画き大[11

と小円の交点より，大円直径の 10% の長さを外方にけり(第 65-1 図)，との点を泊り両[lj

を結びつけた。

第 5図窯底経始 第6図窯壁構築

(5) 窯壁の構築(第一 6 ， 7 , 8 図)

樹皮または枝条等を窯壁外側の堀取酉l乙並べ，山腹より窯内に湿気の侵入を防いだ。窯底地

割に従いp 直径約 5 寸，長さ約2 尺 5 寸の表材を組み上げ，その外側に粘土を鳴き込み， 11贋弐

枠を重ねて窯壁を打ち上げた。窯壁の厚さは約 7寸とした。
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第 7図害;壁構築 第8図窯壁仕上げ

( 6 ) 加熱量の構士吉(第 65-1 図)

加熱宝は出入口を殺ねp 底面は前方に媛傾斜し， 五;化末期の反化防止と作業の{兇ーとをえたね

た。加熱室の奥行は 2 パとし，窯n のl清の高さは約 2 )~1:立とし， 111 は 1 尺 6 寸，奥111 は 2 尺と

した。

(7) 排煙口及び煙泣 ~l の品工法(第 9 ， 10 ， 11 図)

第 9 図排煙口及び煙道 第 10 図煙道仕上げ

第 11 図窯壁及び;悼道，排煙口，構築完了 第・ 12 図 lえ材立込み
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;fji':盟口掛石の下面は窯底面と同じ高さとし，煙道の高さは 3 尺 8寸(窯壁高+奥行x10%)

とし，粘土と燥で築き上げた。排煙口の寸法は第 1 表に示した。煙道の型は第65-1 図の通り

にした。完成後は焚火を行いp 乾燥を計った

第 1 表第 1 号窯寸法

名 表ド 寸 法 f椅 考

大円 lは直奥径行のの 75%，小円は奥行の 50% とし， 接点におL 、て
大円 10% のふくらみをつける。

7.50 

窯 壁
可同ar1 2.50 

厚 0.70 

窯 底 勾 自1 水 平 水平，た T し前方 3 尺 5 寸の処より 2 寸前下り

奥 T丁 2.00 

奥 巾 2.00 
加熱室 前 巾 1.60 

高 さ 前後 2.00 
2.50 

排気口 直 径 0.30 点火室より 5 寸離れた窯壁底部より上り勾配とし， 窯口より
1. 3 尺の処に凋〈。

横 巾 1.00 奥行の 10%

排煙口
1同S1‘ さ 0.20 最大横巾の 1/40

奥 行 0.75 最大様巾の 10%

掛石下部 掛石下巾 3 寸

煙道 !?ll二l E 十一
煙道口| 丸 0.375| 最大横巾の問。

1 最高部 1.50 大円直径の 1/;5 (位置奥行の 75% のところ)
天井.>i^. I'....J I ~I. 

i 厚さ 10.30，...，0.70 I 

第 13 図 炭材立込み完了 第 14 図切子盛り
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( 8 )天井

天井の最高点は，窯の後方から奥行の 70% の点とした(第 65-1 図)。高さは1. 5 尺 (大

[IJ直径の 1/5) とした。 構築法は一般木口世法と同じく安材立込の L ち切子盛をなし， 表依

等にて被い， 粘土を盛り上げ所定の寸法に充分叩き締め乾燥焚を行った。(第 12 ， 13, 14, 

15 図)

第 15 図天井完成

第 17 図炭

持議事
晶、

2) 第2 号窯

( 1 )床掘り〈第 18 図)

イヒ

第 16 図上屋造り

第四図床掘り

山腹に対し初々耕の方向に掘込み，出入口の設置ケ所を便主主らしめた。地割寸法より深さに

沿いて約 1 尺，周囲に沿いて約 1 尺大きく掘り底は平にした。

(2) 窯底工事(第 19 ， 20 , 21 図)

煙道の底より窯外への排水装置として講を堀リ粗柔を入れて上に土を覆い，号たに床の全面に

3 寸'"'-'5 寸の厚さに粗莱を敷き :;lf~ぺ p その上に耐火性に宮む土を 7~8 寸に盛土し，固く打堅

め，窯底勾配は排煙口位置となる処より 1 尺 2 寸前方まで茨火去の前部より 2 寸低くした。煙

道の底は窯底岡より 9寸低くした。
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第 19 図窯底排湿工事 第 20 図窯底排湿工事

( 3 ) 窯底経始(第 22 図)

先-t:， rll.ひとなる縄張りをなし，との縄より鋸を下げ，煙道底奥幅中心を定め，小杭を打っ

た。その杭より 1 尺前方に排関口 rl~心杭を打ち，排閉口の伎世を決定した。更に前右 3.6 尺の

第 21 図窯底排湿工事 第 22 図窯底経始

処に杭を打ち決化室の最広部中心杭とした。更に 4.4尺前方にノj、杭を打ち表化室前部の位置と

し，との杭より1. 6 尺前方にノj、杭を打ち，燃焼宝奥部rll の中心とした。更に前右 3 尺の所に杭

を打ち燃焼主主焚 r1帽の中心とした。とれを図示すると iソ、下のようになる。

A B C D E F 

•. • 1 尺・・←ー・・ 3尺6・・・・・・・・4尺4・・・・・・・・ 1尺6. ..・ーー .3 尺... . 

煙誹炭炭燃燃
道煙化化焼銑
底口室室室室
奥中最前奥焚
巾心広幅部口
中 部中中中
心 中心心心

'L' 

三えに C 点の杭を '[1心とし径 7.2 尺の円を画き，長化安の最広部をÆめ， D点の杭より左右へ

9寸宛とし 両端にノj、杭を打ち， との杭の左右より遁当な曲線で、i1íj記大円に連結し窯形とし

た。更に D点より左右何れかに;定形線の方向に 2 尺の距譲に杭を打ち，との杭より 1 尺 8 寸の
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JI1 を有する究内 11'，入口の位世を定めた。 1/'，入 1 )1 1'心より外方 2 パの処を 4 尺の開きとしたο

(4) 窯唆(第 23 ， 25 , 26 図)

首ifJ己第 1 号窯と同様お:方法で梢築した。

(5) 排閉口(第 24 図)

第 23 図 窯慢の|坊 I毘及び加熱室構築

第 25 図窯壁構築

第 24 凶排煙口及び煙道

第 26 図窯墜構築

排煙口横幅J主 1 凡 2 寸，高さ 3.]-，奥行 6 寸(た Y し排堕 11掛引の後面より)とし，台石は

ìI:しく据え付け， 111、石は高さ 5 寸，←1'.t~~M 5 寸，下部帆 2 寸 5 分とし，僻jiJ2に而せる tr;は斜と

した。吹付託iは排煙口後部に正しく据 f;hナ両はif}iJ込なのを使月j した。

( 6 ) 煙道(沼 24 図)

煙道勾配はご巨監の，Hj さの 60;'0までは 1 パにつき 2 寸 5 1トの勾配とし， 60;'0より 85;'0まで

は勾配を少くし， 8S;'0以上は直立とした。予め板にてJ二日己の通リの型をつくり構築した。

(7) 煙道 r~J

煙道口の径は;荒壁の高さの処で 4.5 寸向とし，高さは天井内法高と同一にした。

(8) 出入口(第 28 図)

下部rfJ1尺 8 寸，上部rf1 1 尺 6 寸p 高さ 3 尺 2 寸とした』
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第 27 凶加熱室構築 第 28 図察:墜及び加熱室完成

(9) カ11熱主(第 27 ， 28 図)

奥rlJ 1 尺 6.J'，奥行 3 尺，高さ 2 尺とし， ，支店耐より 2 )~掘り下げf(Î二1: と石材で十lljl築した。

(10) 主主熱件及び返開誘導:孔(第 27 図)

jさ熱管は上者lí7 寸jí]， 下部は奥行 7 寸，慌rl11 尺 2 寸とし，板で型をつくし燃i境宝奥部上

方に排煙口と相対し，左右1iずれにも傾かないように茨化宝iこ対し 1 尺につき 1 寸 5 分伶傾けて

据付けた。また窯壁(底面より) 2 寸高，炭化室の前幅'11心杭より左右へ 9 寸先広がった処か

ら，燃焼室焚 rl_l-，部に ríi] い，径 3 -.J‘，長 6 )↓の丸太各々 1 イZ宛を置き +l!f:lt[~孔とした。また決化

宝前回からtj'ç 27 図の通り 3 寸土管を1+J ~)，送熱管の印%の高さの位世に連絡し，返煙誘導

干しとした。

(11) 迭熱 11 c;r� 27 図)

;ま熱管のJ二よ 0 高さ 7 寸窯内に接する部分で‘は frJ 1.4 .-5・の扇形に cuç C5-2 図)木片にて

杭み重ね， f(d:で、打ち r~Îl めた。また燃焼室正U'，窯坐に第 65-2 図の泊り径 3 寸の;r内窺穴を設

けた。

(12) 天井 cuç 29 , 30 , 31 , 32 , 33 図)

第 29 岡敬 木 第 30 図炭材立込み
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天子|二:i.1止めJ1'Çj)となる部分に窯位よりの再!j さ1. 2 尺の校条を立て(壮大小径の 40，96) との店主i さ

を天井のi1左前i とした。通常の通り -J;rJ子盛をなし，その上を拡!ffì;で覆い，粘土を-"1三J乙J7 ~ 8 寸に

f定い，第 65-2 図の泊りの厚さになるよう充分にまTち [，'n めた。

第 31 図炭材立込み完了

第 33 図工事完成

3) 第 3 号窯

( 1 ) 窯底(第 34 ， 35 , 86 , 37 , 38 図〉

第 35 図窯底排Ift~工事

第 32 図切子 j務

第 34 関窯底俳句工事

第 36 E!(i 察w排i混工事
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第 37 図窯哀粘土運搬 第 38 図窯底打固め

約1.7 尺成掘りを行い，径3寸丸太を 5寸置きに縦に敷き並べ，その上に径 1 寸位の細木を

雄横に並ぺ，組菜を敷き，腐植土を約3寸の厚さに踏み同め，その上に粘土約 1 尺盛札充分

に揖き岡めて窯底とした。また排煙口底部には排水管を設けた。窯底面は排煙口に向い 3% の

傾斜をつけた。

(2) 窯壁及び加熱室(第 39 ， 41 , 42 , 43 図〉

第 39 図窯壁構築 第 40 図窯壁構築

第 41 図煙道及び排煙ロ 第 42 図窯壁乾燥
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第 43 図窯壁完成 第 44 図 。|仰j口及び敷木

第 65--3 図の設計義準に従い窯底経始を行った後，径2 寸 5 分位の枕木約 10 本を立て p と

れに径1.2 寸位の枠木をもって窯型をつくれ更に，炭材の割木をJijいて補強をなし，窯土を

安定させ，粘土約5 寸位入れて打ちかためた後，内側に張り木を当て，鳴き間める際，窯型が

変型しないようにした。窯壁は 5 寸位宛っき固めて高さを増した。月i要の高さになってから型

木をはすコし，内部から所定の型に削り取り，整型してから小手で、打ちかため，その後落葉等を

燃やして乾燥を図った。

( 3 ) 煙道(第 41 ， 44 図)

窯壁が完成してから第 65-3 図の寸法に従い，窯壁に切込を行い，左右及び後方の壁をつく

り，弐に排煙口をつくり，掛石の後方から排煙口の位置に「当て本」をして窯壁とー諸に土石

で築き上げた。

(4) 天井(第 45 ， 46, 47 , 48 図)

窯壁，排煙口， ，煙道，加熱室等が完成してから焚火を行い，ヲ官分に乾燥を行い，安材詰込を

なし，その上に通常の通り切子盛をなし，菰等で裂ーい，その上に粘土を第 65-3 図の厚さにな

るよう盛土をなし，充分に打ち同めた。

第 45 図炭材立込み完了 第 46 図切子盛
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第 47 図うで井固め 第 48 図天井仕上げ

(5) 障壁

障壁は長化の都度設けるとととし，第6E-3 図の通り土石で築き上げ，その下部に左右に精

煉孔を 2 ケ(径 3 寸〉設けた。

第 49 関小屋掛け 第 50 図炭 イヒ

4) 第 4号窯

(1)窯庇(第 51 図)

第 51 図床掘り 第 52 図窯壁構築
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窯底となる部分をi請ささ約1. 5 )ミ床掘りを行い，横1'L 3-4寸位の丸太またはおj木を約 2 尺IllJ

隔に交互に並べ，その上に径 1-2寸位の小枝を敷き並べ，更にノj、柴を重ねて土の落ち込まぬ

ようにし，更に厚さ 2-3.j.位に壌ゴ:を置き，更にその上に同じ厚さに粘土を盛土し， .~.分に

.t，q き同めた。

( 2 ) 窯壁(第152 ， 53 , 54, 55 図)

第'53 図祭壁構築 第 54 図紫壁及'(5，窯底完成

::~壁の厚さは 8 寸(第 65-4 図)とし，下部は柏々厚くした。窯壁の外側は樹皮で図み(第

54 図)水湿の浸入を防いだ。窯埜の内側には丸太を横に置き，粘土を入れて鳴き [;'n め p 窯壁

が高く友るに従って丸太を積み重ねp 内{目肋ゐら支え棒を立てて粘土を入れ， 充分に鳴き同め

た。その後，内側の丸ぷを取り除き p 壁画を2f-1'L j~'リり落した。

第 55 図窯壁構築 第 56 図敷 木

(3) 排煙口及び煙道(第 53 図)

排煙口底部の位置を定め，左右に排煙rTの高さに相当する石を泣き，その上i乙掛石を水平に

置き p 排煙口前面の窯底は第65-4 図の辺り下り勾配とし，排・国口.tJl11の下部が窯底面と一致

するようにした。

煙道は第 65-4図の通り煙道の院は排針I r1の底と高さは同一になし， ，煙!迅の底の下部は粗菜



製焚試験報告(第 1 報) (岸本・内藤・栃沢・古谷・杉浦・河野・雲林院・内rm - 15 十

を*ねてよ~lめ， IIつ排ノJ\iì'i'を設けた。開遣の下部は第 65--1 圏の泊り木くした。工事完了の後

は排間 nの所で焚火を行L 、乾燥を計った。

(4) ;(:;1 1二 (t;r~ 56 , 57 , 58 図)

第 57 図排煙口附近の炭材 第 58 区l 炭材立込み

先や究成i乙放木乞‘ì(;べ，炭材iJ:込を行った。 山一に誹:fJ'N 口附近の決村は， i・主の多い 1111材を川

い， 排気の沈@が好いようにした (U~ 57 図)。次に切子宮を行い(沼田図)その i:を決1.k

第 59 図切子保 第 60 図切子鴎り覆い

第 61 図天井打固め 第 62 図天井完成
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第 63 図 第 64 図

力n熱笠で乾燥焚きを開始，上屋工事を行う 炭化開始通風口のi立置，型態を示す

で裂い(i1'~ 60 図)，粘ことを盛り上げ川')2の寸法になる上うにヲ七分叫き， 且つ叩き締めた(第

61 , 62 図)。

3 各窯の比較

各:告のfi'l\~遣を比較すると第 65 図及び括 1~4 炎になる。

壁;z底，排煙口 p 母g立，炭化室には!['加こ著しい差.}~はたいが，カ11熱主主1'n)分は各叫停泊を異にす

る。第 1 サ窯は窯口両側に排気口があり，第2 号交は治熱菅， tí~州 rH年，複雑な柿出がある。

第 3 サt:~は障壁があり p 第4 号窯はりに著じるしいととろがない。

各窯の築窯費を比較すると第5~8 去に左る。各究のi自に大差はないが，第 2 号ト;:~は構造が

複雑なために経費がifIむ傾向がある。

第 65 図各窯の手商及び断面図

号事 1 号 宜、

.]', 2 百車

0.15角

また却~9 表で

は沼 1 @}製茨の

際の各窯の 11長

当り当日三費を算

出比較した。第

2 号;告が11止も ~':j

く，第 1 サ究が

Jr主も安い。第10

炎では木炭 1 依

当りの生産党比

較を行った。消

1, 2 , 3 , 4 

4ナ窯ーの聞には者
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しい宝生はないカ~， tr~2 

号:告は高い。生産投の

r~1で最も大きい経質は

築m1~である。従って，

築窯11(の引下げは木哉

の生産費にぎじるしく

影響するとJgえられ

る。

4 製表試験方法

決材はコナラ 35~

50 ~I三生をイ'R川した。

長さは第1， 2 , 4 

号窯は各々 2.5 尺と

し， 3 -8<:~は 3.0 )ミと

)1".害'1 図

ー- 17 

第 65 図 各窯の平面 1えび;;~if百図

主シヰ与え

~~ 3 号 7

した。 ι径は 3.Jーを椋i\1ó とし， とれ以上のもの!主泊当

に筈IJってJlJ~ 、た。第 1 JrlJ/土此氾の泊り全日参加l して製

災に従事・し， 5 Jj 17 fl~24 11 に iß;ったが， よr~ 2 i"1 

以後は土佐 i)";l}-が主として製決に従事し， 6 I:J 21 11 J: 

1) 也前して製決し， i:j'~ 5 jrlj まで~t~炭を続け 8 JJ 5 fi*る

了した。

府 2 同以後は件[Cl I とも炭村，燃材，木炭(全長炭，

第 2 去身íÇ 2 号;定寸法

T
m
M」

埠

l
k
l
ィ
υ

煙

l
p
い
u

称名

炭化室

法
←
∞一

尺B
.
7.20 

備考

炭化室最大横巾は同奥行の 9 自j内外とする

窯壁

窯底

加熱室

障壁

2.80 

1.00 

3.C コ

1.60 

1.60 

2.00 

2.10 

径 0.30

3q~ /。
窯底勾&1土炭化室奥行に対する約 3 タ，で，奥部に向って下り
勾盟とする。粘土厚さ 0 .40，腐植土厚さ 0.80

奥撃の高さ

窯壁の高さの約 60% 内外とする。厚さ上部5 寸，下部 1 尺
第 65 図の通り
丸型
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(続)第 2 衣

考i
 

M
w
n
 

i
 

法寸称名

炭化室最大積巾の 1 割 5 分内外とする1.20 

0.30 

0.60 

巾
さ
行
置
国

樹
高
奥
位
底

排煙口

( I 煙道の型は第 65 図の通り。高さ(問弁裏面の高さと同じ

i 丸仰角) I 0.45 I 

[最高部 1 1 

厚さ I 0.30~0.70 I 

ト杭巾上部 1 070 下部 | 

奥行|

|横巾 0.70 1 

|高 0.70 I 

焚口畑町 I 0.70 I 

|:l;::;| 

第 65 図の通り

窯底延長線より 0.10 尺下り0.40 

道

天井勾配l土窯堕頂点より炭化室最大関巾の 15% 内外，たピし
土質により考慮すること

下部 7寸中部 5寸上部 3 寸

煙

煙道口

弁天

角型

送熱管

送熱口

出入口

法:定札
す

9 
、sは〉第 3 夫

考与
u
nf
 
{
 

.j 1司t名

炭化室

奥下りとす(延線(土掛石下部に)排煙口の前はその中心からそ
の巾を半径とする半~':lを画いた型に急勾配として排煙口底に一
放さす

3.30 

i .00 

さ
さ

高

1享
壁芸震

391) 配勾底祭

るZ
J
 

下尺噌
目
ム

h
リ土面底窯

壁高の 1/2 とし炭材詰込の都度石と土で築く

加熱室の奥部

下部に径 3 寸のもの 3 個，高さの中程にも 2 個

掛石の下部は窯底の延線と一致する

1享さ

2.50 

2.00 

1.80 

3.30 

行
巾
巾
さ
面

奥
奥
市
高
底

力11 熱室

さ
置
口

煉

高
位
精壁1章

巾
さ
行
置
部

下

横
高
奥
位
腕

排煙口
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第 3 炎(続)

名 称 考寸法|

!排煙口演巾の位置から煙道口へと直線とする

!隔の上端的煙道口へと醐とする
後 壁淫j遣の底国刀、ら窯壁高の 40% の高さの処で 5 寸後方Iこ傾斜す

1 る(窯壁高 3 尺以下のものは 4 寸を傾斜さす)

煙道口 |丸(又は角川 oωI (排煙口面積のむ2)

|最高部1.40 I (炭化室最大様巾の点即ち中心)天井'<j..>I，. I~J 1_"-' •• --

|厚 さ基部7寸中部5寸奥部 3寸

煙 道

左右壁

前壁

自街

第 4 夫第 4 号窯寸法

名称 i 寸法 i 備 考

奥行 |lf∞
炭化室 I ~ +- I 

震 2l 8・∞|奥行の 80~叩位置は奥部より仰のところ

l 高 さ 2.50 I 炭材の長さによる窯盛 I I~J ~. I -. -- I 

1 障さ 0.80

窯 底|勾 配 l 3%l 奥ードりとする

1. 05 炭化室演巾に窯壁高の 10% を加えたもの

0.20 

0.70 掛石を除〈
(掛石下部l土窯底面延長線上に置く
排煙口前方1.5 割のところより傾斜させる

0.20 I 厚さ

排煙口横巾の位置より燦道口に向い直線とする

掛石上端より煙道口に向って直線とする

楽堂高の 40?/ó のところで奥行 10 尺以下の窯は窯壁高 2.5 尺
以上のもの 3 寸後方に傾斜， 3.5 尺以上のもの同 4 寸， 4.5 尺
以上のもの同 5 寸後方に傾斜

040 I 角型

最高部 1.40 炭化室最大積巾の中心上

厚 さ 1 0 .ぬ~0.70 I 基部 7 寸中部5寸頂部3 寸

奥行

奥巾

加熱、主主 l 前 m 
高さ

底面

民章 u;~ 

巾
さ
行
置
部

下石

償
高
奥
位
掛

口判
刊
。

るめ狭従
る
に
よ
r
、
こ

行
さ
に
官
同

方
陸
上
窪
一

円
U

円U

円U

ハ
U
7
L

R
J
v
n
u
r
b
n

〉
司
引
1

2
?

一
し

2

水

煙道

煙道口

天井
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金額

円

1, 250 

500 

2 , 500 

1, 000 

2 , 000 

7, 250 

105 

1, 200 

960 

150 

2(~ 3 サ究築窯j~

市
川
円

U

円
U

円
U

円
υ

ハu

b
市
“

5
5
5
5
5

且
J

一
2
2
2
2
2

単

K
U

円
U

ぷ
U

円
u

q
u
Q
U
1
A

ハ
U

5

2

0

4

8

 

1
 

300匁

15束

60枚

1.5石

5 ヶ

l本

3人

床 jl:] 人夫!

窯底構築

窯邸 Htç 築
炭材調製及び
集材
天井 *-;/t 築

小計

釘

杉皮

小 m 板
斜:木材
質 1 1:*瓦

|土管|

1)、ア l

電

!:J'~ 7 主主

数
1 単価|金額 ll 数量 I "'P"If"1 1 :ili.1N 1 

!円|円 l

床細人夫 6人 ぉ01 1 ， 5∞|講習会員 3 たもって
~VVI " vvvl 普通人夫 1 名とした

窯底構築， 1. 3 川 2501 32同

主反省主将Ij~i 7.4 か 1 2501 1 ， 8叫用土:cli搬も合行

天井構築! 7.7 11 i 2501 1 ，州乾燥も含む
小計 1 5 , 600: 
釘及 ~n{Ì 1
針令 山U|

杉皮 15京 80 ， 1, 200: 

木材 6石 1201 7201 丸太

小巾叔 0.5石1 1, 000) 5∞{ 

事R瓦 5枚 101 50 

小屋掛 3人 1 2501 7501 材料述搬主合わ
計 19 ， 120

弟 6 夫第2~去:定dj{~:荒波

数量単官llj 金制

円円

床叩人夫 31 2,,0 i 750; 

窯底椛築 1 1 250 I 2501 

主~;0;r.W操 li 250 i 1.750 
炭材調製 21 250 I 5∞i 
fiK材伐初IJ' 41 250 1 1 ，∞0: 

芹j土疋蛸 101 250! 2 , 500 

天:間僻;1 51 25コい， 25 司

小計 18 ,000' 

釘 1 2こ J匁 35 I 70, 

杉皮1 10束 80 1 8001 

材小巾板lω枚 16 1 9601 巾 3 寸，厚 4 分

木材1. 5石1 100 1 150 

'J:J;�U{1 4枚 10 1 401 

土管 6本 30 1 180' 

縄 1玉 110 I 110; 
板 1 3枚 50 1 150 巾 6 寸，厚 4 分

小屋掛 3人 250 1 750 

計 111 ， 2川

l.liJ 柑i

キナ

おす 1 サ:主築;t;j~

11対 要

t(~ 5 j:ミ

種別

材
料
貸

150 

250 

一
て
た
を
作

一
以
し
材
製

一
を
と
集
等

一
人
人
び
兵

一
3
1

日
一
次
訴

免
二
一
員
夫
伽
製
搬

定
一
一
一
会
人

5

調
泣

い
砕
い
一
←
一
習
通
り
材
む
土

信
一
一
誠
普
距
炭
含
問
問
代

竺
-
「
忘
吋
叩
判
判
例
川
刈
川
印
斗

m
ω

一

f
3

ニ
4
」

-
l
2
1
2
7
2
1
3

一

丸
一
一
配
ー
し
吋
|
判
吋
吋
判
|
!
吋
叫
叫
吋

1
4

」

E

二

F
d
p
d
-
d
r

ノ
』

F
4
L

し

1
A
F

ノ
】
一

単
H
-

い
一

i
勺
μ
4
d
l
引
l
!
|

味
|
司
明l
礼
一

数
一

2
0
.

一

←
心
中
ヘ
築
築
搬
築
及
鯨
皮
材

E

管
川
市

1

一

→
人
得
税
辺

m
m
計
釘
び
杉
木
抑
制
土
佐
討
十
一

一
一
州
底
帰
一
一
土
井
小
l

魚
沼
百

一
床
窯
祭
別
手
八
材
料
費
け

要J向

分'~ 8 '}.< 

間別

要d
 

ー
す1主!lJ iJ

料

費

111，決量と築窯貨の比較第 9 去

考

平均出炭量は 2~5 回平均を示
した

億木炭 1 俵当 | 

築窯費(15kg入) I 

2男|
510 

341 

412 

平均出炭量

(l窯当り)
kg 

460.3 

328.0 

462.7 

491.6 

|円|
第 1 号窯 l 丸 120

第 2 -];き窯 11 ， 210

第 3 号窯 10， 565

第 4 号窯 13 ， ω9

註初窯における 1 俵当築窯費を示した。

費窯築l.liJ 祭
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〉
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一
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E
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K
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一
肝
一
一
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二
地
一
一
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ザ
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1
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一
一
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女 1 入 1 日功程 20 俵

距離 2km 人背 1 図 3(表 1 日 6 回

20 回製炭寸るものとし第5~8表より計算した

検査料 2 円， ;f}:1金 3f弓，利子 2 円， 'ill 費 8 円

粉米)に区別したω 千千 'P:世，交("11阻!支， ，開突 r 1 1斑!支 p ざ〈化状態， J!士号'~$， 4x給率，炭化率p 使

!丸粕fWIJtを測定した。

;.~e'lmU1fは_\'，:此村上41jのととろと，窯底hjU-_ 10 cm のととろとを 311年11111:去に iJll.!定した。 全

た別に煙突 1I 温度をI!íJn年に観iJ[lj した。

11交縮率，決化率p 間!主，名!I脱皮は単木試験材について;Wl定した。単木』試験材は 2 ~ 5 r司製決

にたいてはコナラ，サクラ，カエデ，シデ，ウシコロシ，ホホノキ，コシアブラ，クリ，ヱン

ジユ，ネジキ， トネリコ， ミズナラ， lJ ヨープ，イタヤカエデど与す C6 図のhll i) :古内 9 ヶmに

区別して川 L 、た。

容:ri'i残存率は'1 1央mJ 9tl及び決村-の両端よ 1) 5cm の部位の間耐とのよF均fil'cと長さよりょjくめ

た0

4三決ø.I!芝 l土決

材ーの両端よ ì) 5 

cm の=rrfl1立とー 1:

記牧師i間同i)!ll Jt

点で、三~lIì式木炭

使!主計ーにより測

定した。

また精かEI主lエ

上記羽Ij定点で、二十;

茨精:棟計により

計調IJ した。

水分は各法一Jtift

第 66 図 単木試を責村挿入部位(第 2 回)単木試~材

1 宅":
E 守票

lj 壱窯
二5 号案
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とも円盤数仰を作り，現地で;平:佐川IJJ.ë後東京に持ち帰り，絶乾後計算した。水分l工件樹聞とも

38~45.96 であィコた。

jf_白煙L及び排気速度は 1:" ラム)見込i;1-!ーにより観測した。

製浸試験成績5 

製表試験成r，lnま"F記にがした。製決時間l以下の引では 2~ 51[[1の給処のみ示したが， t(D 1[[1 

と 2~5 同の製去では，観測IJ 1f'，製定時期等製提条件を詳しく呉lこするので，第 llnJの幸/i !.I11土

ヂí'llf存ずる事にした。

1 )製長J刻午:

千子窯の製決操作表は前 67 ， 68 図及び

各窯とも製*操作に J干しい差はないがp 特に異なるととろは UD 号;告は口焚のl;~ ， '~rJlt泊in を

加lì成査で覆い，排気口を附いて加熱を続けた。排気 nの椛度が約 65 0 C に上昇した時， JJll ì成吉正

を 2~3 固に沙って開放し，炭化が開始したと認められた時には焚口，排気口は 2制羽し，泊J!lit

11 のみ開いた。

また;rç2 号窯は口焚の際は燃焼主に常に充分に撚材を布Il給して焚火をゆるめやiこ送熱した。

精煉の柊り頃，煙道口-':1乙 i'".i-I;IJA しが生やる頃，精;昧i孔をnl~ し、た。たピしUÇ4 ~ 5 fnJ製炭t乃時は

官te~ロJ品川型

各窯の操作表(第4 凹)第 1 号窯

.' t-!ir.1;\J・

-' 
J 
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後記 5.5) のまIj]_ J1 1 で籾J煉孔を聞かなかった。

第 3 号;誌は柑仰の時には陣培下部の精:trAi孔をf\lJ いた。

第 4 号:告は'f，!i煉時には始めに通風口を大きくし，所謂，白炭窯の

:主口精煉l亡iWやるfI!HW方法を行ってから煙;立口を大きくした。

2) 製決H寺山

製安時H\ Jは加熱，炭化，精*~iに分けて観'i!!lJ し，また別に安材言ι込

時mL 消火HキII \Jを ;WJ定し，結果は第 15 表に示した。

各窯とも大i:~:はないが，第 1 号窯は 171 時IilJ 14 分で最も長(，

~'~ 3 号窯は 160 時間 15 分で品も短かった。また:本来 1 kg 当 1) 製

炭時If\Jは第 20 去に示した通り各々 20 分前後であるが，第4 号_'告

が 19.6 分で故も!短かく第1--1テ;官が 22.1 分で最も長かった。

3 )加熱時ff\Jと岩火温度

Jm熱時間と 777火出度の比較は抗 15 表に示した。力11熱u寺II\Jは一般に 2~3 回は長時!日l を裂し

排煙調節器

たが， 4~5rfi1は矩かくなった。とれは窯の乾燥のためと解される。 4~5 回を比較すると大

休類似の傾向が認められた。l![Jち辿続 2 国製表すると，初窯以外のご主はとの程度の本7止の窯で



- 24 一一 林業試喰場研究報告第 60 号

第 68 図各窯の操作表(第 5 [fil)務 1 号祭 26.7.31~26.8.5
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(第 5 凹)第 4号祭白 26. 7.29~王 26.8.5

jl f+J:::f  - ~←ーー・ ι一一一三すづ
'" 

-____.....;:-:三一一一...二

2.~ 11 表各:交のJ栄作夫 1 )抗 1 号:古品作去c;.r~ 1 1111) 

l 観測 l 累計|窯内温度|解決口 l 1 

月日[時刻|時 liH| 上部 T;~i\ 温度J 矧 i h-4u f
 

考

6.22 I 9.00 

12.00 

12.40 

18.00 

21.00 

23 I o.∞ 
3.00 

6.00 

9.00 

12.00 

15.00 

18.00 

21.00 

21 0.00 

3.00 

6.00 

9.00 

12.00 

15.00 

18.00 

∞
∞
∞
 

1

0

3

 

11.00 

12.00 

15.( コ

18.00 

21.00 

5.00 

。 cloc| 。 C| ℃ l
• ー 18 口焚開始

3.0 コ 25 秒 |煙突口密閉，排気口両側全開
3.40 28 " 
9.00 41 11 通風口全開

12.00 49 I 28 27 13 燃材判官給

15.00 62 36 40 12 

18.00 60 

21.00 70 

24.C コ 65 40 

27.00 68 44 58 22 

30.00 72 49 63 20 

33.αコ 73 48' 54 

36.00 77 50 65 、 17 排気口閉塞，煙突口開

39.00 80 , 51 67 11 11 1/3 開

42.00 90 i 57 68 " 2/5 閲

45.00 92 , 54 69 20 

48.00 90 I 53 69 

51.001 98 52' 75 : 23 

54 72 

57.00 121 49 70 '1 1/2 開

60 I 76 16 

63.00 182 60 77 

66.00 175 60 i 80.5, 

69.00 175 ' 60 79 

71.00 190 60 77 20 

73.00 210 己3

74.00 I 217 58 。 l 18 

77.00 245 65 , 82 11 

80.00 280 ' 65 I 81 " 
83.00 283 68 82 11 

8.00 
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第 11 去 1 )消 1 号;官操作夫(第 1 回) (続)

月日甲府話lrtk肘| 備 考

οC! oc 。 c OC 
0.00 86.00 360 74 85 18 

3.00 89.00 370 75 90 :ljE風口 6 寸 x 2 寸 5 眼目/
4.00 90.00 370 74 86 

6.00 92.00 337 75 86 11 

9.00 ヲ5.00 310 76 84 11 

2.C コ 98.00 286 61 83 か |煙突口 1崎
5.00 101.00 297 72 83.5 21 通風口 6 寸 x 1. 7 寸

8.00 104.00 334 113 83 18 

21.00 107.00 333 111 81 11 

0.00 110.00 330 120 82 /f 

27 I 3.00 113.00 335 (20 83 /f 

6.00 116.00 339 128 83.5 18.5 

9.00 119.00 323 117 85 20.5 

2.00 122.00 322 120 日5 22.5 

5.00 125.00 320 1! 7 84 20.51煙突口 3.5 寸 ， J亘風口 6 寸 x 1 寸， ，煙突口 1/4 開
8.00 128.00 310 110 86 19 

21.00 131.00 310 110 87 /f 

0.00 134.C コ 318 118 87 18.5 

28 3.00 137.00 322 123 89 18 

6.00 140.00 330 130 90 19 

9.00 143.00 323 132 93 18 

2.00 146.00 325 130 95 11 

5.00 149.00 315 135 95 11 

28 I 18.00 152.00 330 150 100 18 

21.00 155.00 335 160 104 " 
29 I 0.00 158.C コ 340 170 111.5 /f 

3.00 161.00 352 190 118 

6.00 164.0C 355 20 コ 126 |雌辛白
9.00 167.C コ 362 205 134 18 

2.00 170.0C 364 212 139 21 I 雌は辛白多
15.C コ 173.00 355 I 211 150 

18.00 176.00 162 I 16 

21.00 179.00 370 245 170 

加| O.C コ 182.00 395 270 177 14 

3.00 185.00 405 280 186 13 

6.00 188.00 422 298 211 15 煙色アサギ白

9.00 191.00 ω1 むO 220 20 煙突口 2 分開

10.C コ 192.00 3/4 開

12.C コ 194.00 452 332 23 

15.00 197.00 492 365 275 11 

18.00 200.00 535 388 29<3 77 

7.2 I 6.∞出.∞ 105 I 110 ー 20 

10.00 I 240.ω95! 103 ー 20 
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U~ 11 去(続) 2) 第 2 号:告J呆作夫(沼 1 !rlj) 

iWJ 計 索、内温度 1 口 l

lll 月日 時間 五IJ 累時 1m 上部 1 下部 l煙温突度l 気九淘← I 備 考

。 C 'C 
一 口焚開始

18 I 12.30 22.00 |精煉口密閉す
14.30 24.00 一 22 21 

17.30 27.00 22 

19 I 9.30 43.00 44 16 

11.45 45.15 80 64 ! 12 

12.30 46.00 90 12 

14.30 48.00 90 , 69 16 

17.30 5 1.(コ 92 72 12 

18.30 52.00 92 I 72 12 

22.30 56.00 92 66 I 10 

23.30 57.00 92 

20 I 4.30 62.00 90 ~~ ;~! {排煙蹴lí器前火方開 1 枚目と 3 枚目 2 枚開く (巾 4 寸
!縦方 7分点 始1 牧) 

6.00 63.30 90 68 l B!前から 3 枚目を 聞く(巾 4 寸，縦1.3 寸)
7.30 65.00 95 94 10 か 5 枚目更に 1 枚開く(巾 4 寸，縦1. 6 寸)

9.30 67.00 95 77 11 

10.30 68.00 98 80 15 " 7 枚目 1 枚開く

11.30 69.00 98 80 13 か 全開す燃材使用 140x 以下補助焚

14.30 72.00 108 82 13 

17.30 75.00 110 82 14 j通風口巾 1 寸，高 5 寸

18.30 76.00 112 82 14 

21.00 78.30 134 1 83 日 煙東口調節器;後万 1 枚閉ず

21 I 0.30 82.00 152 82 5 

3.30 85.00 165 82 3 

6.30 88.00 190 82 白 排煙調節結後方 2 枚目閉ず 補助焚中止す
9.30 91.00 216 ' 82 18 

12.30 94.00 263 i I 82 24 I 排煙調節訴後方 3 枚目を閉ず
15.30 97.00 282 23 

16.30 98.00 305 一-.1 82 16 Ij通風口 高 4 寸，巾 1 寸縮少する
18.30 100.00 

33230 51 
83 14 

19.30 101.00 83 14 

21.30 103.00 360 83 13 

22 I 0.30 106.00 380 ' 83 12 

3.30 109.00 384 I 88 13 

6.30 112.00 400 ! 90 12 

9.30 115.00 410 I 91 17 

12.30 118.∞ 415 92 17 

15.30 121.00 i 410 103 16 

18.30 124.00 420 .ー I 115 13 

21.30 127.00 435 - , 136 10 

23 I 0.30 130.00 435 154 8 

3.30 133.00 448 190 ' 13 

6.30 136.00 462 . 210 15 

9.30 139.00 509 225 ! 18 
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3 )却53 号;定J栄作衣(第 11円1)

月日|観 tll!! I 累計|苧I*J些|位決仁1m!
i 時刻|時間 1 LMl -.:""tJ1 1温度! ><.¥0 I ",r ""' 1 上部|下:\1\ Illllt ICZ! 
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_, • | 一 !口焚燃付補給
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|天41ニ窯口より約 2 尺白く

• !乾く天井窯口より約 4 尺白く乾く

13 1360。計を用いる
パイロメーター(高況L度計)点火開始取付燃材 1

I f 1"1投入
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上方)
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_ 1 R'< 1 _ ! r 360 0 計では 790 ， 500 0 計では 83 0 ，以後 5000

VV  1 \.計を用いて観測
_ 1 83 1 一

一一 I 83 I 

83 : _ I [サモカップル修E
I\. 天井表団より 2 尺 2 寸(炭材頭部より約 2 寸上方)

ー 1 83 I 12 

I 82 I 12 

• 1 82 11 I 天井の乾燥パイロより 1 尺 5寸奥まで

_ I 82.91 9 I 



製:#試l故報告(第 1 報) (岸本・内藤・~沢・古谷・杉浦・河野・雲材、院・内IU) - 29 

第 11 支(続) 3) 第 3 ぢ<~1!塁打三五三 (第 1 問)

|開制|語言f' I 納腕融口!
月日時刻! 問 l 一上部下部一|温度|気温 I 備 考

5.21 I 
。14C 8l oc l 田oc l|oc 6 l li 通風口の両口百を賢<( (自発技火へり移tTli!ff 2: 

5.00 I 62.30 170 ! 84 I 4 天i 認候め(土伯て降)霜
7.C コ 64.30 180 ! 84 10 

8.∞ I 65.30' 185 84 

82 (通風口の中央を浅して (4.5x 3.0) 筑穴及び左右
両口を全閉す

I I. C コ 68.30 230 i 82 

14.C コ I 72.30 250 82. 

15.30' 73.00 290 i 82 !排煙調節器 (5 寸角)取付 1 寸閉じ
1/.00 74.30 290 I 82 

18.C コ 75.30 I 320 I 82 

19.00 7�.3� I 30j 82 

20.00 77 .30 1 35υ 82 

2.3∞ 80.30: 4∞ 82 |天井窯壁際まで乾燥

22 I 2.00: 83.30 1 400 82 風南極めて弱し， }1[l1風

5.00 I 86.30 I 4コ5 85 16 : J葉風状態

8.00 89.30 405 85 

11.00 92.30' 430 85 

14.00 95.30 428 84. 

17.00 93.30 432 90 14 

18.00 99.3(コ 437 92 ドj雨
20.00 101.30 440 92 

23.00 104.30 475 I I 97. 小雨

23 I 2.00 107.30 475 100 雨止む
5.00 110.30 480 一 106 煙出払口半透明となる

8.00 113.30 475 : 120 20 

9.00 114.30 482 , 128 

11.00 116.30 482 138 

14.00 119.30 460 : 165 l 排煙口薄育味を加う
17.00 122.30 465 173 

20.00 125.30 480 207 

23.00 128.30 480 230 |通風口糊害除去
24.00 129.30 490 239 

1.00 130.30 253 

2.00 131.30 485 260 

5.00 134.30 510 272 

7.00 136.30 窯口通風口左右小孔を設く

8.00 137.30 527 293 嵐口両側の込口を取り関口

9.15 138.45 I 298 

9.25 138.55 530 ~ 304 l 排煙口調節操全開岬鳴った最後の 1 本欄く)
9.55 139.25 530 298 障壁下部中央精煉口を開く

10.05 139.35 530 298 l 精探口右 1 ケ更に開く

10.15 139.45 530 298 か (3 ケ全開)

540 300 22 

1 1.仁コ 140.30 544| 

12.00 I 141.30 314 30 
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4) 第4 ぢて知県作表 Ct() 1 ITi[) 

5.19 

(続)

三;.1 窯内温度 |同宿門 1

品|上部|下部 lr昆|気温|

J ア 1 0EI310E|欄室より 3 寸のもの 5 本抜取りたる後加熱開始
1-'佐喫口開始

考備

節目表
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260 
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260 
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290 
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350 I 

350 
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370 

370 

399 

390 

390 

390 

390 

430 

440 i 

432 I 

23 

24 

測!累
刻|時

15.00 

20.20 I 5.20 

8.20 i 17.20 
12.00' 21.00 

15.00 I 24.00 

18.C コ I 30.00 

21.00 I 33..00 

24.00 I 36.00 

3.00 I 39.00 

6.00: 42.00 

9.00 I 45.00 

12.00 48.00 

l印5 ∞ I 51.0∞ O 

18.00' 54.00 

21.00 57.00 

24.00 I 60.00 

3.00: 63.00 

6.00!, 66.00 

9 ∞ lω 
lρ2.∞ 7刀2.0∞O 

15.00 I 75.00 

18.00 I 78.00 

21.00 81.00 

24.00 I 84.00 

3.00 1 87.00 

6.∞ 1 90.∞ 

9.00 I 93.00 

12.00 I 96.00 

15.00 I 99.00 

18.00 I 102.00 

21.00 105.00 

24.00 ~ 108.00 

3.00 I 111.00 

6.00 I 114.00 

9.00 I 117.00 

12.00 I 120.00 

15.00 1123 ∞ 
18.00 I 126.00 

21.00 I 129.00 

22.00 ' 130.00 

23.15 i 131.15 

制
時

口
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川



製炭試験報告(第 1 報) (岸本・内藤・栃沢・古谷?桜浦・河野・雲林院・内 (11) - 31 ー

tr~ 12 去各窯の操イ十支 1)市 1 号;支J呆作友(消 31 1 q)

|副 ilill I 計|窯内温度 煙突口 . 
月日|時亥Ij誇 1 !iJ I 上部!日昆同気温 備 考

7.12[ 13.00: o -I --I 通風口 1 x 6 寸，口焚開始

15. 亡 01 2.∞ I -1 -i 40 ー 煙道口全開
17.30 生 .30 ' 56 

21.45 ' :3.45 I 一 1 75 ! 11埋失口 1/3 開

9 己o 1 130 48 77 1 16 

13 6.00 17 ,00120 48 

7.15 18.15 72 19 

9.00 68 25 

7.30 |全開 温度降下のため口焚
12.30 2斗 .30' 190 36 74 煙失口 1/2 開

15.ο0 26.30 I 226 40 I 76 1 25 

18.αコ つ 9.∞ 229 39 78 

21.00 32.00' 298 46 78 16 

22.00! 33.00 311 45 1 81 16 煙突口1: 3 開

16 

8.00 仏OO I358 46 82 16 

11.00 16.00' 378 46 83 17 

82 19 

18.00 I 53.00 I 343 53 82 1 17 

62' 85 I 16 

15 1 6.00 65.∞ I 330 68 86l i 煙突口 ν
II ぬ 7030 i372 69 85 

13.30 i 72.30 I 376 67 

388 78 

22.00' 81.00 389 80 ~~ 1
15.5 1臥口日開

16 1 -~:;~ 1 ~9:;~ 426 95 114 I 

7.45 99.45 423 96 126 

8.30 100.30 423 95 

11.3C 103.30 440 153 I 25. 己

14.30 106.30 I 470 121 178.51 17 

18.C コ 110.00 476 138 190 

22.00 114.00 488 190 216 17 

17 1 0.00 ! 16.00 493 217 226 15 

5.30 12 1.己O 534 295 244 15l煙突口
6.30 122.30 584 310 260 15 か 3/5 か 育附白煙

10.00 126.00 638 426 331 17 It 4/5 か

12.00 128.00 680 458 350 1 19.5 " 全か 1~j燦終了

1.00 129.00 696 497 355 I 開 jJJ'J道口閉塞



32 林業試験場研究報i台第 60 号

t(� 12 ~夫(続) 2) 第 2 サ:焦燥f'lô表(第 31tlj)
ー -==:IC，日 ・~~--門戸一ーー世ー」ー一一ー一ーー-，~・ 』一一~τrー‘ー

月日 j 観時 刻iH|l1|l 累時 計~j I 上窯部内-温下一度部一I煙~Hi突皮仁11|| 気温 I {椅 考

I � I � ρclQC| 
7.11 I 18 ∞| 。 一 一口焚開始

23.00 5.00 75 18 

121 6.30 12.30 81.5 17 

7.30 13.30 343 71 83 18 

9.30 15.30 273 56 81 21 

10.30 16.30! 284 48 79 21 

12.00 18.00 310 49 79 

14.00 20.00 326 59 80 

17.30 23.30 81 

21.45 27.45 81 

22.30 28.30 326 58 80.51 16 

6.00 36.00 60 80 

9.00 39.00 81 25 

12.30 42.30 306 58 79.5 l 風強し11;
13.00 43.00 80 25 ! " 

18.00 62 80 19 

21.00 5 1. 0012ヲ9 65 80 16 

22.00 52.00 298 68 82 16 

14 1 5.00 59.00 289 68 82 16 

8.00 62.00 308 75 

11.00 65.00 301 76 85 1 17 

14.00 68.00 86 19 

16.00 70.00 84.5 18 

18.00 72.00 306 93 84 1 17 

21.00 75.00 316 98 

15 I 6.0 コ 84.00 315 I 132 如.51 14.5 

11.30 89.30 310 160 97 

13.30 91.30 314 178 100 

20.00 98.00 319 212 114 

22.00 100.00 320 220 122 

6.30 118.30 348 288 169 I 15 

7.45 109.45 335 320 176 

9.00 111.00 330 336 196 20 

11.30 113.30 344 295 197 叶散'11
14.30 115.30 377 316 216 一泊煉開始

18., 00 120.00 395 282 225 20 

22.00 124.00 443 369 249 17 

24.00 126.00 477 396 267 

17 I 4.30 130.30 570 480 315 l限口全開一周!
5.00 131.00 610 190 325 

5.30 131. 30 623 495 330 1~ I 煙道口閉塞
6.30 132.30 473 473 

10.00 136.00 387 364 

12.00 138.00 362 338 

13.00 139.00 344 323 
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i$ 12 支 3) trÇ3 号:窓会主作夫(第 3 同) (続)
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tr� 12 1ミ 4 )第 4~}::t操作衣(抗 3 回j (涜)

lFlpll 忽内部皮 J部C ll v官C 気E温
CI 

{常 考月日 I 刻 I n~ 1I日 上げ。がC1l l上Jと。材部c :中炭。央C材部I 炭[、
7.11卜5mm|21811品 lml お

16.00125.001 225 I 110 I 31 I 29! 75 ,20.5: 
16.30125.301 227 112 i 51 29 1 16 20 

17.30 26.30 238 118 50 28 76 '20 

18.30 2/.30 231 116 50 28 76.::'. 20 I 
19.15 28.15 245 12 � 50 29 /。 20 I 
21.35 30.35 50 24 75 i 20 i 
23.00 32.00 258 1 143 

50 28 
76 I =~ 1 

24.00 33.0 コ 265 I 151 50 33 

1.00 34.00 273 162 51 30 79 20: 

1.40 34.40 260 150 I 51 30 79.5l ー|焚口塞ぐ
3.00 36.00 51 2ヲ 78 119.51 

4.15 37.15 251 1 147 18 29 76 , 19. 5i 
5.00 38. 仁 O 256 150 48 27 I 75 

6.00 39.00 261 158 49 27 76 

7.00 40.00 270 168 50 27 77 19 

7.3:' 40.35 283 172 じ0 27 7� 19 

9.30 42.30 51 30 78 23 

10.30 43.30 297 I 200 52 27 りO 23 

11.30 44.30 285 204 50 27 79 之己 l 

12.30 15.30 282 i ヲ9 49 27 79 i 20 I 

13.30 46.30 288 205 51 30 79 I 20 ; 
14.30 47.30 287 210 50 30 

78 1'1 
15.30 48.30 289 212 50 29 78 19 

16.30 49.30 290 217 50 29 78 23 I 

17.30 50.30 288! 217 50 30 78. 21 I 

19.00 52.00 289 225 50 29 79 
20! 1, 6, 10, 11 開22.45 53.45 302 248 51 33 79 18 

23.15 54.15 300 249 52 斗3 7ヲ 18 I 

12i 6.30 61.30 310 274 54 35 ~~ 1~ I 
7.45 62.45 310 i 283 

62 己8

9.30 64.30 310 1 281 
63 37 84 21 

11.00 66.00 312 292 65 30 85 1 21 ' 

67.00 69 30 86 ! 21 I 

13.00 正 8.00 318 I 300 68 35 86 I 21 I 

14.00 69.00 
318 I 302 

68 31 87 21 I 

15.00 70.00 321 1 309 70 32 87 21 i 

16.∞ 71 ・叫 m 308 79 30 88.5 , 

311 68 37 90 

22.001 77. OO[ 334 327 70 39 93 ; 16 
23.00 18.00 332 323 70 39 ヲ3 I 16 

84.30 346 I 346 [ 216 55 104 I 16 i 

7.00 86.00 347! 348 i 232 57 109 19 i 
10.00 89.00 347 I 350! 却| 65 119 i 25 I 
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うふと第 13 去



一一 36 ..~ 林業試験場研'究報告I 第 60 号

第
1 
号

祭ー

平均

第
2, 1 υ|τ山山|山U・山 I j {.-rvIIUU ・ 'VI 同

上
fゴ

窯
1 5 1 16.151133.45115.∞j165. ∞! 

平均

府 16 夫 l'主 ~τ~j 

1:¥1 

同上

1支

祭|第 1 号紫 !第 2 号祭 |第

川富井最「;|時= *' 1 '''''' ,,,,^ 1 告114劃 !I 高温度 i 天井|日|牒口同二

ωll6; 
2 

3 

3 号祭 i 第 4 号窯

制限口天井[窯底|触口
3¥0 
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4 
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平均| 同 1 359 1 454 1 6¥8 1 491 1 343 529 1 '394 1 317 1 悶 1 379 I 3∞ 
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第 2 号窯 6\S I 49¥ I ¥27 I ケあり !I 第 4 号窯

よ布団支加熱時 i!\Iと前大川!主

窯一日空市でl備考窯いほ昨日寸[備考
時分 11 時分

位 i 2 1 74. 15 I 2¥ 7 1 58 8¥ 1 I1 白 2 1 65 , 00 I 300 I 日 1

7 1 31 97.20| 220! 56 ; 80 | 気温 il τ 3 I 42.15 j ¥95! 

4 32.∞ 1 31!. 45 8¥ !150~250 11 芝 1 4 I 22.30 I - i 

5! 39.30 I 185 I - I 8311 宗 51 29.00 1-1  

81.3 11 平均
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同上 11 41 3 
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障壁あり

かなし

平均 34.1¥ 
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第
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同上
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~凶
次

第
1

号
祭

第
2

九
万
窯

平均|

は 111再々，熟窯状態になると認められた。 )JII熱時I I\ JI主第 2fJ-:主が21~

均 3.1 時I l\ J 11 分で故も矧かし第4 号;告が 62 時fflJ 33 分で、iは

も長かった。

着火i毘!立はイI吋しのご主も煙突口温度 80 Il.t1立で決化が始まると解

された。

炭化開始時の窯内im度は各窯の I l\ Jで苦しく異る。とれはイ炭化が

イとだ~t内の ~t'ipにのみ行われているために， i_Kìl度計ーがその部位に

存在したけ，しなかったりするためで、 Zうろう。第4 サ窯では 3CO

考

第 20 友製炭時HU

(木炭 lkg 当り平均)

祭 1 加熱 l 製炭
|時 i間|時 IW

分 l 分
第 1 号窯 7.9 22.1 

第2 号窯 6.3 I 21.9 

第 3 号窯 5.2 I 20.8 

第 4 号窯 7 ・ 6 19 ・ 6

。 C 近くの地!主を示しているが， とれは l:fÇ4 号~~主の炎化部伎がたまたま i阻I支jtl押入部伎と一致

したためで、あろうと f作せられる。

4) 't'M:t抑制 :U と粘ー州市皮及び苧lij煉比率

粘:tJi~時HU と精煉1~1I主の比較は第 19 去に示した。精:W時!日!は各~tの iiU に著しい主は!認めら iし

なかった。各;誌とも 13~16 時I l\ JfV:である。精煉開始日一手の煙突 r1 のi毘庇l土各窯とも大きな芯は

なく， 210~240ü C であった。

また精煉IJlJ始時の;古内温度を比較すれば， ，告により差は認められるが，出 18 去に示した)]/1

熱時に長けるほどの差はなく，殊に窯底の埠度l主著しく相似性があった。窯底温度が111昔 320 C C

に註すれば，精疎開始の状態になったと判断しでも差支えないと考えられる。

しかるに精煉経了時の窯内温度及び、煙突口 nm.度には著じるしい差がある。そとで煙突口温度

差p 艮[Jち精娘開始，終了時期の温度差を比較すればその温度差が大きいもの;まど精煉はかかり

易いと考えられる。

そとでその温度差を比較すれば，第 17 去に示した通り第 2 号窯が故も iliìl度差が大きく，第

4 号窯が最も温度差が少かった。即ち第4 サ窯の4~茨率が大きい理Ißの一つは精煉がかかって
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抗 16 去には以前'jilíil庄の比較を示したが，とれをグラフすると第 69 図になる。抗1， 2 号­

::~と引í~ 3 , 4 サごとの川には l切らかに熱処.t:lIlの主主がI認められた。

5) 牧:炭率及び牧決率指数

4íc成量及び11文;弘之率の比較は抗 21 去に示した。第4

--JQ-窯が平均 15.09% でjはも大きく， 第2 号窯が215.J:::)

13.33% で最も少い。千子窯とも 1[支炎率は fJfìめの l叶は劣

るが，とれは了~が未だ冷却しているためで，一市立にさï~

:;~製決で、はとの傾向がある。 4~5 同の1fíc炎率指数を

比較すると uç 22 去になった。よ~!; 2 号究が+J:::) 82.72 

%で:lt止も大きし第 1 サ;古は千五J 79.38% で故も小さい。 U~2 号;官の収*率は UÇ4号己主より

第 69 図最高[足度ポ
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結*~!比率を計算すれば抗 23 去の泊リ第1， 2 号・;告

がf. :J く，第 3 ， 4 号:告が低いυJ二ÎÎ己故尚北dl1立の比較と

同様に第 1 ， 2-'~ト窯と第 3 ， 4 サ窯のIi\Jには lリj らかに

熱処王11\の差が1;'必められた。

上記の泊り小さいが，ヰ交決:~桁数は逆に-11íj~干の:需が後 xーのご主より大きい。 μIJ ち沼 2 サ主の11íc炭

率が低い1);(1主lはごと内のみ〈化現象ではなくて， :jW悼の f'rU:itiJ;ìl' :jかったためと併されるが，と Ali土

古(j記;故?~:îi/;iU互の比較，及び、粕*~、比率の比院で l切らかで、ある。

また第 2 号ご誌の4íc!氏率は 2 ~31叶と 4~ 51'!]で"Ií~ しく異るが，とれは中111味方法を変えたた

め， 1)，ミ化が減少したからである。箔 2 号窯の燃焼室及び~'h!iN!作は没化宝に比較し，えき過ぎ，

~st0.1・7;'の指定j邑り ~W仰を1j うと通風景が大き過ぎ， :1!(化fpーが多くなるので 4 ~5 Ellでは精:!'!:l!の

l祭粘煉~Y:;を川いやP 戸i)j'iil'出ni立がj仰を行った。

6) 全弘氏の牧1'.}率

全長炭の4íc1'J.率を比il攻すると出 21 去になった。み(Ç 2 号窯が平均 77% でi誌も大きく，弟4

すごとが 66% で、 lr止も小さい。との1[支件率は木炭の*h悼の限度と IIÎJ ー傾向がある(第 23 友人

即ち粘悼のよく十l'わjした i:(n ， 2-tト;主は全長哉のJlíc件率が大きく，粕f;Jiの不充分な弟 3 ， 4 

号窯は全長友の1fえ得率が少い。

全長長は木炎規絡によればp 上位に格付けされるので，特にこの比殴を行った。

7) 燃サ泊貸率

4~5 回の燃材泊費率を比較すれば第 14 去の通りになった。 ifÇ 2 号;告が 10.1形で最も少

し第3 号窯が 11. 3% で最も多かった。なむ各窯の安材及び燃材所要量 J主第 13 表及び第

14 去に示した。

8) 精煉度及び硬度
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ィー災の熱処JÆの杭!立を比較するために粘坤!支を，また決伐を比較するために使度を各々比較

したところ沼 24 ， 25 , 26 去になった。 lJ~ 24, 25 去はえ'~ 66 図のj邑り;古rÄJ に清込んだ単木:試

験材の実験fillで、あり ， d~ 26 去は窯内， r! 1火部総準決材の実験他である。 ~'，fiゆn亙はコナラエ]'-1::)

6 .4 ~8 .4で一般に{氏く， ;f，fj二悼の程度は充分で、はなかったと云える。 各::~を比較すれば江~2 サ

窯がJはもよく， ;r~ 4 サ窯がIはも思い。収決率と逆のキJf県を示した。 とれをグラフすれば出 70

図になった9 出 24Jト窯の制服度分イliの山は 7~8 にあ 1) , しかも 1 より 9 に王る広い 111 にうトイli

していムが，第 4 -~ぅ:誌は山が沼、めら jしや 9 に fl市している。

lIî!収木炭の恥:idこは ifÇ4 号~:;ìÆのような料~::!:lIU支分布 第 70 図窯別精煉芝分布表

を示すものが多く P 木炭rll'lj!r会に/JI，r\，'1 される優良fl111

は;r~2 サ主主'!のうトイlil週を示している。また梢:tM!比率

を示せば(弟 23 夫)上記の過し第 1 ， 2 号;官は

U~3 ， 4~士窯より著しくんきい。即ち一般に前Jfの

窯は後すの窯よ 1) ，詐しく熱処理されていると l認めら

Alる。

!日~I主はみí~24 ， 25 , 26 去に示した泊り一般にイ1~い。指 26 去によればdD サごとがコナラ平均 3.8

で此もイ尽く p 店 4サ認が/1;J じく 5.9 で1&も山i い。コナラ使!主の:tEJJリ分イli去を求めれば第 71 図

6C 

5削

" 
>J 

第 71 図窯別限度分布表 になったが，与す1， 3 , 4 号万三は的支の此高は 5 であ

るが， if¥ 2 号窯は i町立のi段高は 6 であった。話 25 去

はサ、ツ単木;試験材の精:tïAif支 ， (î1lI J立を示した。イ足度l土位J

加によって~るが，精煉!1Eは位JH:にかかわらや料f:I:~iの

程度を示すと併せられる。

9) 武村の収縮率本も11残存率及び、長化率

決材のJ!~縮率， 容的残存率及び没化率は抗 27， 28 

去に示した。山 27 夫は各ごとの-，';::~をンJミオーために弟 2

/[11:民決にたけるコナラ単木IÎ.え験材の炭化未iI;県を示し

た。各:告ともご主内部位により収縮率，非杭残存率，炭化率には付Ii主があるが，これはよ!J炭窯が

各部位により熱処王耳理E虫l状態を異にするためでで、，硬度及ぴ

2但4 表)入。 またザツに一括さiれLる樹湿極;にイ勺コき P 各窯で単木試験をj行fつた結耳来Lを第 2沼8 支に示し

た。また沼 29 去にはコナラにつき各窯にむける各製武回火の安化率を示した。

10) 次化状況

方ミ化状況は第 72 図に示した。千面図及び断面図につき各比較した。

11) その↑世

第 17 去には天井，窯底に去ける最高卒.Ji]温度差を示したが， ~H ， 4 号窯l土弟 2 ， 3 号窯
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第 72 図 第 2 回灰化状況(単位 cm)
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第 72 図 第 3 凹!火化状況

1 号無 2-'号照

4-!j窯

バÎ\ 22 夫 J!k 炭率指数

ぺ
士
山

炭化率。占 収炭率% 収炭率指数 | 別 一一一"t^-V<;"_:-;--'-:l l::Iw...収炭率指数

和国 5 回 4 回 5 回 14 回 I 5回|平均

第1 三窯 20.2 19.8 16.46 15.30 81.49 77 .27 79. 己B

Zff ~号窯 20.7 18.7 15.90 17.32 76.81 92.62 i 82.72 
X X 

第 3 号窯 20.9 21.5 17.17 17.84 82.15 82.98 I 82.57 

第 4 り窯 21.7 22.5 18.62 17.02 85.81 75.64 80.73 

備考 1 炭化率!土窯内中央に詰込んど標準炭材により算出した。

2 第 R 号窯×印(正第 3 回目製炭試坊をJij\' 、た。
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第 72 図 第 4 回灰化状況!

号泉 2 号常

δ 号宗
4 号窯

第 23 炎精 fJk 比率

窯別
'jfj 'Y，jQ比率

ÍÎ'有 考
( 3~4 回平均)

73 3~4 回単木試験材より算出

2 86 

3 50 

4 39 

註:精煉比率=木炭紅J煉言1'1;:て ill~定可能部分の長さ xlOO
全長炭
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第 72 図 第 5 回灰化状況
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シ ヲー

イタヤカエデ 2
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備考上:炭材上端より 5cm の部位 中:中央部 下.炭材ド端より 5cm の部位

8fﾇ 26 炎舵度及び梢 tdi 度第夫

硬 度 |精煉度 i 
窯 |回次|樹種I ='" 1'''J'~ I 上部|中央部|下部 l 平均 i 上部|中央部|下部|平均|

第|
2 ナラ| 5 9 9 8.7 I 

3 /f 5 4 1 2 3.7 1 6.5 8 9 7.8 ! 

1 4 か I 5.5 3.5 1 2.5 3.8 3 7 9 6.3 
号|
窯 5 /f 5.5 4.5: 3.5 4.5 2.5 6.5 8 5.7 

|平均 l 3.8 7.4 

6 i 6.0 2 十ラ 日 9 

第 3 I! 8 9 
2 5.5 7 8 
窯号

4 I! 4 I 4.6 6.7 

5 11 7 5.5 3.7 

平均 I ".0 6.4 

第 i123 
ナラ 4 5 5 4.7 9 9 9 9 

11 5.5 5 6 5.5 6 B 9 7.7 

3 4 /f 5 5 く I 3.7 6 B 9 7.7 第 6 回目の記録を用いた
号
窯 5 11 5 4.5 く l 3.5 6.5 B 9 7.8 

!平均 4.4 8.1 

2 ナラ 5 3 3 8 9 9 8.7 

第 3 11 5 4.5 5 4.8 7.5 9 9 8.5 
4 4 I! 5 5 4.5 4.8 6 9 9 B 
号
窯 5 I! 6.5 6 6 6.2 6.5 9 9 8.2 

|平均 5.4 4.6 4.1 5.9 7.0 9 9 8.4 

出 27 表 コナラ単本試験材， ~交縮率，存積残存率，炭化率

窯別|番号| 問題収縮率 ~I 震縮主|震存霊[水分|一一竺化杢竺 | 備 考
元日中央 l 末口 I % I % I 気乾|絶乾|

2 23:4 21.7 23.7 17.2 49.1 43.2 20.2 35.7 

1. 単!欠夫番木化試後材4 24.5 23.7 20.4 13.0 51.7 44.3 21.3 38.2 の のもの

5 24.7 24.9 26.8 12.6 48.5 44.3 21.0 37.0 (主 或は破
砕不能のため測定

6 20.0 20.5 19.0 13.2 55.8 43.2 21.3 37.6 となった

平均 22.7 22.7 22.5 14.0 51.3 43.8 21.0 37.1 もの
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都 27 炎 コナラ単木試験材，収納率，本政残存率p 変化率 (続)

1 炭化率 % 1 周囲収縮率%長さ|容積|
紫別|番号 -----.-----.-------1 収縮率|:残存率!水 分''''~~ , V I f諸 考

元口|中央|末口 I % I % I l 気乾 i 絶乾|

2 2 31.6 21.9 11.2 11 ・ 9 1 49.7 I 43.0 I 20. ら
36.3 1|2. 限精度深度及び

3 24.9 24.2 20.6 16.5 49.3 42.3 j 19.2 33.4 1 @1 flt(土第24表

6 26.9 21.8 21.5 14.5 50.2 47.9 I 19.0 36.8 に示した

平均 27.8 22.6 21.1 14.3 49.7 35.5 

3 20.5 11.2 比 4 I 札 6 I 2 39.8 1 3. 製使目次は
2 18.7 19.6 I 19.9 10.9 57.9 39.8 22.4 37.4 1 第 2 回

3 28.6 21.1 20.4 11.4 52.0 40.0 22.2 37.1 

4 21.3 20.3 19.7 12.5 55.4 39.5! 24.1 39.8 

5 25.0 20.9 19.8 11.3 54.1 39.0 22.5 37.1 

6 17.3 19.1 18.0 10.6 60.0 38.5 24.0 39.2 

7 10.6 24.5 27.0 15.3 53.3 11.6 19.3 33.1 

8 35.4 24.9 18.8 12.0 47.7 1 39.9 I 19.4 32.4 

平均 22.2 21.2 20.0 11.9 54.9 39.6: 22.3 37.0 

4 26.6 23.2 16.5 11.8 53.5 41.3 1 20.0 34.1 

2 17.0 20.6 17.5 12.3 58.4 41.5 1 20.1 36.1 

3 23.1 20.5 10.9 12.3 58.9 42.7 I 21.7 37.9 

4 24.2 22.5 16 、 7 12.4 54.5 39.6 , 21.5 35.6 

6 24.1 34.1 38.7 15.4 23.3 

平均 23.0 24.2 20.1 12.8 52. 8 1 41. 3 1 19. 4 33.4 

府 28 夫 ザツ単本試験4寸'Jf{(縮率，谷千六残存率及び炭化率

一昨111F軒樹種言511記号!??
ウシコロシ [3[ *8.*8・中 4127I4641961i サ グ ラ 1 4' 仇4[25.3128.1 1山7.1119.4
ホホノキ 1 11 3128.625.3 フ 1.4114.4;48.0， 17.7 ， 1 ト*"リコ 1 ， 3129. 引38.0:30.9 ， 13.638.9 ， 2 1. 5

|||「 -l.|.1 ・ 11 l' '1' " _' :i ~i::' 71 

コシアプ ?|l|3pillml26 ・ :[I~':i:~'~I~~j リヨープ |l|31払 t:':i:~'~ 1:.:~~ ・ 017.4
I) 1 11 乱28.7~28.3!33.8113.6147.0;19.01 アワプ'キ 1 230. 刈

エンジよ 1 ;1 ;1;;:d;:Jフ;:;1 ;:んか 811 ご グ キ 1 1 仏4283%9114・ 1 札ル.1
1 ~I ;I;~ ];; :~I;ム|l〈ムム:11 ~ ン I ~I ;I;~ ム山.8112 ヲ 48.iI9.6

コハタウンボグ 1 ~I ;1ぷ込3お礼~:~I:~:
ネ ジ キ 111 31払26丸U…6ふ6.2134 . 7 1ド28.81 1吋42 司沖叩l悶8.91i

第 29 表コナラ千五j 茨化率

窯別|富安(炭化率 i 水%5t 1\ 窯別[首長(炭化率|水分

i フ 110i 川
3 ? 22.3 39.6 

3 1 21. 1 一一 3 21.5 

I ~ I お 1fl
4 20.9 

|平L 21.6 

2 4 

|平均

19.4 52.8 
21.5 

4 I 20.7 ー 22.5 
18.6 

l 平均 19.9 1 - i 20.5 

. 
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4.30 

第 3Q 去

E12Ell 窯別|器

ピラム風速計により通風口，七百萱口にて測定

つ

46 

2. 第 5 問製炭i守観測す

i時 考

W>l: 炭 ~tf.(%) 14.27(1Il) 13.33(lV) 14.6己(JL) 15.09(I ) 

全土む更の収fil率(%) 74(lL) 77( 1 ) 72([11) 66( 1'τ) 

加熱時 /lr](分) 1.9(111') 6.3(H) 5.2( r) 7.6(m) 木炭 1 kg 当り

1fi~ 材?円資乙1~(%) 10.9(JL) 10.1 (J) 19.3( 1¥') 11.2 (J1l) 対!;;'Z:jオ

製炭時 im(分) 22.1 (W) 2I.9(m) 20.8( 1) 19.6(n) 木炭 1 kg 当り

精煉の型!~易 (OC) 126 (J<) 132(1 ) 73 (m) 40(111') 精~j'Gii rl~ の自ln尖口の温度差を示す

前号 煉 1支 7.4(J[) 6.1)( 1 ) 8.1 (lll) 8.4( IV) 

硬 度 3.8(IVl 5.0(TIl 4.4(110 5.9( 1 ) 1頁度は一般に低すぎる。測定法に吟味
を要す

収炭率指数 79.4(W) 82.7 ( 1 ) 82.5 (1I) 80 , 7 (llf) 

結保比率 73 (J[) 86( 1 ) 50(1Il) 39(IV) 

* 、 窯 費 294円 (1 ) 510[ '3 (lV) 34 I!'j (J[) 412円 (m) 初木(1炭5安;k木g(製炭入JJ1)ミ俵/il!当り
生 理E 実 158円(1) 171 円(][) 161 円(1I) 161 円(II)

数 20 回平均) 1 侠当り

1~ 

窯号4
 

第窯号つ
d第窯号η〆

“
第盟

十
一
一

ロ
ヲ

ー
i第

総i:j'ﾇ 31 夫

日目極

I t I 

第 1 ，第 2 号窯I n ,J 
の平均収炭卒ド 1

2 号/'誌のヱ1'-均牧決率の t 検定

考

φ=6 
有志水準

第1，第 33 去

50%=0.7l8 
40%=0.906 

巴
旧

F
hド
レ考

註.カツコ内のロ戸マ数字(主I1民位を示したの

与.~ 32 去

|収炭卒の標準{同ft ，
期日|一一一一一 1

l対j夫材対炭材+燃材

l081 0M  I2~5ll叫率より1.233 し 7ï 1 計算
0.7121 0.631 
I. 56 I1 I. 445 

4x.炭率の全信lfÆ 11~~\~

z
j
 

E
l
 

f
 
{
 

l
n
d
q
U
A
q
 

3 号究の温度より大きい。決窯では天井と窯底との温度差が少いととが望ましいのでp 第 2 ，

4 号変化は望ましいと考えられる。かかる温度差が構浩上の差より生じたものとすれば第 1 ，

3 号窯の差は障壁の有無に基囚ずる窯内 l亡ゐける熱の対流の相遣ではないかと考え窯ーと第 2 ，

とのような温度差られる。筆者のサ"岸本・杉illj は障壁を有する試験窯の温度変化を観測し，

が障壁によっても起るととを実験した。

また名!j煉時にゐける通風蓮度と排気速度をピラム風速計で測定したととろ弟 30 去のiilf果を

また窯内温度の上昇ーに従い両速度

また，複雑な加熱室を有する第2 号窯は通気速度も排気速度も他の窯よりノj、であ

得た。一般に排気速度は一通風速度の 2 ~ 31&と推定された。

は士??カ11 した。

• 

った。
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6 総括

以上のが;県をと総括すれば第 31 去になったが，との比較は極めてキカイ的比較であって，単

に実験枯れをとかかげたに過き、ない。例えば， JI文決率の比較に去いて，千千了長のJI士決*の拡噌fl;)j z:

は第 32 夫になった。椋準偏差の主異がんきしまた製決回数も少し従ってとの収茨率が各

窯の性能を[1::しく示すものとは考えられない。そとで，第 1 号宗と第2 サ窯の.1/)(決率につき，

その千J:.I:Jln'[の千T~I~J>i~~ を検定すると第 33 夫になった。 即ち t の有立J]\.ijf，は 50~40% に相当

し，会〈両 K-の比較は主;味がない結見Lになった。従って第 31 友の比rl，f交は各:どの機能の差を一

応、現わしたものに過ぎなしも。 μ[Jち或る窯は精煉治u立が高くなり易いというととや，或る窯は窯

内治v互主が;存じるしいというととや，必る1;;で1土燃料泊質量が比較的 rJ，. ぃ等と iムーう傾向を示し

たものと二Jfえられる。

R駸um� 

1. PREFACE: 

This report is the test resu[t of carbonization by 4 kinds of charcoal kiln. 

Charcoal kiln No. 1 type: This is called Iwate No. 1 type tOf charcoal kiln, 

widely used in 1 wate prefecture. 

Charcoal kiln No. 2 type: This is called new Shinano charcoal kiln widely 

used in Nagano prefecture. 

Charcoal kiln No. 3 type: This is one kind of improved charcoal kilns widely 

used in Yamaguchi prefecture. 

Charcoal kiln No. 4 type: This is one kind of charcoal ki1nιwidely used in 

Kotsuka charcoal experimental region. 

The above described types of charcoal product were' recommended at 

“ All ]apan Forest Product Chemical Specialist Extention Congresピ， was held 

in Gumma-Pref. , April' 1952. 

2. CONSTRUCTION OF CHARCOAL KILN: 

民tlethods of construction of charcoal kiln 己re revealed in photographs Plate 

1 to Plate 64. ， εnd their designs are shown in Fig. 65. 

EXPERIMENTAL METHOD OF CHARCOAL PIWDUCTION: 

Materials of charcoal are mainly Konara (Quercus serrata THUMB, live oak) 

ag巴d for 30~50 years. 

Their length range 2.5 shaku ~3.0 and standard diameters are 3 sun. 

Carbonization was conducted 4 times successively and the following were 

tested. 

1. Weights of material of charcoal; charwood and charcoal 

2. Temperature inside of charcoal kiln 
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3. Temperature at chimney exit 

4. Reduction condition to ash 

5. Production percentage of charcoal CYields of charcoal by weight percentage) 

6. Shrinkage ratio 

7. Carbonization ratio 

8. Hardness of charcoal 

9. Refining grad.e of charcoal 

3. EXPERIMENTAL RESULT OF CHARCOAL PRODUCTION 

Summarized results of exper;ment oﾍ charcoal production are as follows: 

"'-Charc口ヨ 1 kilnl 
~ type Charcoal 1 Charcoal 1 Charcoal 1 Charcoal 

~， Kiln Kiln Kiln Kiln Rem旦rk
Items of '~ No. 1 type!No. 2 typelNo. 3 typ�:No. 4 type 
exp吃riment '--,-- i 

Production 
percentag官 of I 14.27(1\") , 13.33(1lr): 14.66(1l) 15.09( 1) Figures in bracket show their order. 

charco白1

Consumption 
percentage of 10.9(n) , lﾜ.I( 1)1 19.3(lV) 11.2(1I[)' Figures p告r charwo::d 
charwoo::l % 

Carbonization ~~. , ..., ~. ~ ,...., ~~ ~， . , • ~ "._., It is calculate::l for on己 kilogram of hours ロ 22 ・ 1 (IV) 21.9(1II) 20.8([) , 19.6(JT) , ~h~;c~=î 

Refining grade I 7.4( ll), 6.4( 1), 8.4(IIO 8.4(IV) , di社。

Hardness 3.8(川 5.0( 且)I 4.4( 町)! 5 ・ 9( J ) I ditto 

Exp鈩se 
building 

charcoal kiln 

294yen I 510yen I 341ye口
(1) (ff) (n) 

412yen 
(Ill) 

|Expenョe per 。ηe bale of charcoal 




